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現
在
の
5
階
建
て
の
姿
と
な
っ
た
の

は
、
3
階
部
分
を
増
築
し
た
明
治
16
年

（
1
8
8
3
年
）
の
こ
と
で
す
。
大
正
11
年

（
1
9
2
2
年
）
に
閉
校
し
、
そ
の
後
も
裁

縫
女
学
校
、
病
院
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
、

昭
和
44
年
（
1
9
6
9
年
）
に
現
存
す
る

日
本
最
古
の
木
造
擬
洋
風
建
築
の
小
学
校

校
舎
と
し
て
、
隣
接
す
る
磐
田
文
庫
と
と

も
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
4
年
（
1
9
9
2
年
）
に
「
旧
見

付
学
校
」
と
改
称
し
、
現
在
は
明
治
初
期

か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
教
科
書
や
文
房
具

な
ど
、
教
育
関
連
の
資
料
を
中
心
に
展
示

す
る
資
料
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

明
治
5
年
（
1
8
7
2
年
）、
政
府
に

よ
っ
て
日
本
最
初
の
近
代
的
学
校
制

度
を
定
め
た
「
学
制
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
明
治
6
年
（
1
8
7
3

年
）
8
月
に
付
近
の
寺
院
な
ど
を
仮
校
舎

と
し
て
開
校
し
た
の
が
見
付
学
校
で
す
。

　

見
付
学
校
は
、
そ
の
後
地
域
の
方
の
寄

付
な
ど
を
元
に
校
舎
の
新
築
工
事
に
着
手

し
、
明
治
8
年
（
1
8
7
5
年
）
8
月
に

校
舎
の
落
成
を
迎
え
ま
し
た
。
新
築
さ
れ

た
校
舎
は
、
基
礎
と
な
る
石
垣
の
上
に
木

造
擬ぎ

洋
風
の
2
階
建
て
で
、
屋
上
に
2
層

の
楼ろ
う

が
重
ね
ら
れ
た
当
時
と
し
て
は
先
進

的
な
外
観
デ
ザ
イ
ン
で
し
た
。

磐田に残る
　明治の記憶

今年は、明治元年（1868 年）から起算して満 150 年。
明治以降、日本はさまざまな分野で近代化への取り組みを進め、
近代国家としての礎を築きました。
この近代化の波は、やがて私たちの住む地域にもやってきます。
このシリーズでは、明治期の磐田市の様子をご紹介します。
シリーズ第 1 回目は、「旧見付学校」と「旧赤松家」です。

明治 150 年①シリーズ

旧東海道見付宿にそびえる白亜の洋館

旧見付学校（国史跡）

▲
▶
開
校
当
初
の
見
付
学
校
（
写
真
①
）
と

現
在
の
旧
見
付
学
校
（
写
真
②
）。
建
築
当
初

は
4
階
（
2
階
2
層
）
建
て
で
、
屋
上
が
あ

っ
た

①

②



明
治
1
5
0
年
企
画
展
の
お
知
ら
せ

旧
見
付
学
校
企
画
展

　

明
治
1
5
0
年
と
学
校
教
育

　

見
付
や
中
泉
の
学
校

教
育
の
変
化
を
中
心

に
、
明
治
元
年
か
ら
の

1
5
0
年
を
写
真
と

年
表
で
た
ど
り
ま
す
。

▼
と
き

　

来
年
3
月
31
日
㈰
ま
で
の
上
記
開
館
時
間

▼
と
こ
ろ

　

旧
見
付
学
校
1
階
西
側
展
示
室

▼
入
場
料　

無
料

歴
史
文
書
館
第
21
回
企
画
展

　

磐
田
の
近
代
の
幕
開
け

　

 

～
庶
民
の
明
治
1
5
0
年
～

　

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
へ
の
移
り
変

わ
り
を
庶
民
の
生
活
か
ら
た
ど
り
ま
す
。

▼
と
き

7
月
9
日
㈪
～
8
月
24
日
㈮　

午
前
9

時
～
午
後
5
時
（
入
場
は
午
後
4
時
30

分
ま
で
。
土
・
日
曜
、
祝
日
休
館
）

▼
と
こ
ろ

歴
史
文
書
館
展
示
室
（
岡
7
2
9

－

1

竜
洋
支
所
2
階
）

▼
入
場
料　

無
料

近
代
日
本
造
船
技
術
の
先
駆
者
で
あ
る

赤
松
則の
り

良よ
し

が
、明
治
20
年
（
1
8
8
7

年
）
か
ら
明
治
30
年
（
1
8
9
7
年
）
代

に
建
築
し
た
邸
宅
の
跡
が
旧
赤
松
家
記
念

館
で
す
。

　

赤
松
則
良
は
江
戸
（
現
在
の
東
京
都
）

で
生
ま
れ
、
元
々
江
戸
幕
府
に
仕
え
て
い

ま
し
た
。
幕
府
の
命
で
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学

し
て
西
洋
の
造
船
技
術
や
知
識
を
学
び
ま

し
た
。
帰
国
後
は
造
船
技
術
者
と
し
て
明

治
政
府
の
海
軍
整
備
に
尽
力
し
、
明
治
20

年
（
1
8
8
7
年
）
に
海
軍
中
将
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
時
代
初
期
か
ら

は
、
磐
田
原
台
地
の
開
墾
に
も
取
り
組

み
、
約
20
㌶
の
茶
園
を
開
い
て
い
ま
す
。

磐
田
に
本
籍
を
移
し
た
の
は
、
明
治
26
年

（
1
8
9
3
年
）
の
こ
と
で
す
。

　

旧
赤
松
家
に
現
存
す
る
建
物
に
は
、
門
・

塀
・
土
蔵
が
あ
り
、
レ
ン
ガ
を
巧
み
に
積

み
上
げ
て
明
治
の
面
影
を
残
し
た
「
門
・

門
番
所
」
は
県
指
定
文
化
財
に
、「
米
蔵
」

や
「
図
書
蔵
」
は
市
指
定
文
化
財
と
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
16
年
8
月
に
は
、
旧
赤

松
家
屋
敷
跡
に
記
念
館
が
オ
ー
プ
ン
し
、

赤
松
家
に
ゆ
か
り
の
品
々
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

レンガ積みの門と塀が明治の面影を残す

旧赤松家門・塀（県指定文化財）

■
ア
ク
セ
ス

▼
と
こ
ろ

　

旧
見
付
学
校
：
見
付
2
4
5
2

　

旧
赤
松
家
記
念
館
：
見
付
3
8
8
4

－

10

▼
入
場
料

　
無
料

▼
開
館
時
間

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

▼
休
館
日

　

毎
週
月
曜 

（
祝
日
ま
た
は
振
替
休
日
に

　

当
た
る
と
き
は
開
館
）

　

祝
日
の
翌
日 

（
た
だ
し
土
・
日
・
月
曜
日

　

に
当
た
る
と
き
は
火
曜
日
が
休
み
）

　

年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
1
月
3
日
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

旧
見
付
学
校
☎
・
ＦＡＸ
32

－

4
5
1
1

旧
赤
松
家
記
念
館
☎
・
ＦＡＸ
36

－

0
3
4
0

　

▲
▶
明
治
40
年
代
の
赤
松
家
（
写
真
①
）
と

現
在
の
旧
赤
松
家
（
写
真
③
）。
特
徴
的
な
レ

ン
ガ
積
み
の
門
と
塀
が
当
時
の
姿
を
残
し
て

い
る
。
写
真
②
は
23
歳
の
頃
の
赤
松
則
良

①

②③

東名高速道路

磐田
北小

見付本通り

文◯

中
川

● 旧見付学校中央
図書館 ★

N

磐田バイパス

磐田I.C.

見付I.C.

文◯

磐田
北高

豊田東I.C.

遠州豊田スマートI.C.

★
旧赤松家
記念館

シ
リ
ー
ズ　

明
治
１
５
０
年
①　

磐
田
に
残
る
明
治
の
記
憶
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